
切り替わった際、当時使っていた �D CAD のツー
ルでは CPU の負荷が大きく、学生のノート PC で
は動かないことが判明したのです。課題の提出
物は学内サーバーの共有フォルダでしたが、オン
ライン授業が本格的にスタートすると、PCのス
ペック不足での �D CAD データにアクセスできな
いケースが多発しました。そこで、旧知の大学教
員�名から勧められた教職員・学生は無償で使用
できる Fusion を試しました。既存ソフトからの
データの取り込みも簡単にでき、UI デザインも使
いやすい。学生のノート PC 上でサクサク動くし、
レンダリングの画質も優れ、粘土のように自由に
モデリングできるフォームモデリングという機能も
便利でした」と橋田教授は振り返る。
また、従来の �D CAD ツールは、サイトライセン
スのため大学のネットワークを経由しないと起動
できないことを面倒だと言う学生からの声があっ
たが、Fusion はストレスなく立ち上げることがで
きる。こうしたメリットもさることながら、 Fusion 
ならクラウドで解析すれば構造解析やレンダリン
グがノート PC の性能に縛られず可能になり、デ
ザインから設計・製造に至る全プロセスを一貫し
て行うことができる。それは「デザインと工学の
融合」を目指す同校にとって、まさに大きな手助
けとなるツールだった。

「例えば、�年生向けのプロジェクト演習では、�
枚の板からレーザーカッターで部材を切り出し、

耐荷重���kgという条件で椅子を制作します。ま
ずは、誰が何のために使う椅子なのか、どんな場
所に置く椅子なのかというコンセプトを組み上
げ、 Fusion で �D モデリングを行います。ある程
度形が決まったら、CAE で強度シミュレーション
を行い、レーザーカッター用のデータを作成して
部材をカットします。Fusion を使えば、構想設計
から解析、プレゼンテーションに至る一連のプロ
セスが体験できる。こうした経験を在学中に積め
ば、学生の将来は大きく開けるのではないかと思
います」と橋田教授は語る。
橋田教授のティーチングアシスタントの篠崎巧真
さんは、前述の�年生演習の説明用に自ら板材の
スツールのモデリングと強度計算を実施し、ス
ムーズな授業運営に貢献した。同じく修士�年の
山邊航太さんは、卒業研究で段ボールの家具を
制作する過程で、美しさと強度を持つ家具のユ
ニットを Fusion でモデリング、CAE を実施した。
�人は Fusion の利点をこう語る。「クラウド上に
簡単にプロジェクト・チームが作れ、データを共
有しながら協働作業ができます。学内コラボもス
ムーズにできるので、とても助かっています」

課題の進捗が見える化され
教員の管理負荷が大きく軽減
Fusion の活用がもたらしたのは、カリキュラムの
充実だけではない。それは、教員の業務効率化

という少なからぬメリットである。その�つに、授
業における課題管理の効率化がある。
以前は、学生は作成したモデリングデータを各自
保管し、ツールの画面キャプチャを成果物として
課題を提出していた。だが、教員の立場から見
れば、���人以上の学生が提出する課題の管理
にかかる負荷は大きく、提出された課題が他人の
作品をコピーしたものかを見分けることも難しい
のが実情だった。
しかし Fusion 導入後は、クラウド上で学生の課
題の進捗を履歴を把握でき、適時コメントも入力
できる。提出状況がサムネイルで見える化され、
管理の質が大きく向上した。提出された課題の
チェックやフィードバックなど、学生との一連のや
りとりがスピードアップし、サポートが必要な学
生を重点的に指導することも可能になった。
橋田教授は今後に向けた期待をこう語る。「企業
が私たちに期待しているのは、『人はどんなデザ
インに対して感情を揺り動かされるか』というエ
モーショナルデザインの研究です。この研究のア
ウトプットをどんどん出していく意味でも、�D を積
極的に活用していきたい。Fusion は、モデリング
からシミュレーション、レンダリングまでがスムー
ズかつ連続的に行える、非常に使い勝手のよいソ
フトです。今後も、Fusion や �D プリンターなど
を用いてモデリングを行い、産学連携でのデザイ
ン提案に力を入れていきたいと考えています」

芝浦工業大学デザイン工学部では、����年に
オートデスクの Fusion を導入し、�D CAD の授業
に活用している。�D CAD/CAM/CAE/PCB のクラ
ウド統合プラットフォームである Fusion の活用
は、どのような教育効果と人材の育成に寄与して
いるのか。デザイン工学部の山崎憲一学部長と
橋田規子教授に話を伺った。

商品開発の一連のプロセスを体験し
現場が求める人材育成に寄与
近年、製造業の市場は大きく変貌を遂げつつあ
る。「過去の日本型のものづくりは、今まさに廃
れつつあります」と語るのは、デザイン工学部で
学部長を務める山崎憲一教授だ。

「ものづくりの世界は、『設計を完璧に行って、金
型を作り、大量生産する』という従来の手法から、

『プロトタイプを作って、ユーザーに試用してもら
い、手直ししながら完成させていく』少量・多品種・
短サイクルの手法へと移行しつつあります。今は
デザイナーにも、プロトタイプ制作やユーザビリ
ティ評価といった開発工程への関与が求められ
る時代。このため本学では、デザインと工学の知
識を兼ね備えたデザイナーの育成に努めていま
す」と山崎教授は語る。
デザイン工学部のカリキュラムの中核として位置
づけられるのが、「デザインとは課題解決である」
という考え方に基づいて、課題を発見し、多様な
アプローチで解決する力を養うデザイン科目であ
る。また、工学的な知識の習得を目指すデータ・
サイエンス科目やエンジニアリング科目も充実し

ており、同校が目指す「デザインと工学の融合」
を両輪で支える。

「�年次以降は、実践的な知識を習得するプロジェ
クト科目を開講し、産学連携による共同研究を進
めています。学生のアイデアを求めたいという企
業は多く、伝統工芸の工房から医療機器・ロボッ
トのメーカーに至る様々な業種からオファーがあ
ります」と語るのは、同学部でエモーショナルデ
ザイン研究室を主宰する橋田規子教授。上記の
カリキュラムで実践力や問題解決力を磨いた学
生は、即戦力人材として企業から高い評価を受
けており、デザイン工学部の就職率���％という
数字がそれを雄弁に物語る。
同校の教育において、今や欠かせないツールが 
Fusion だ。このツールは、学生がモデリングのみ
ならず「商品開発の一連の流れを体験できるとい
う点でも非常に有用です」と山崎教授は話す。「設
計もシミュレーションもすべてソフトベースで行わ
れる時代です。学生がこうしたツールを使いこな
して、企業で行われている設計・製造・解析といっ
たものづくりの基礎を、製品開発プロセス全体を
通して体験することは大変重要ですし、それが実
践的な人材育成に大きく寄与しています」

オンライン授業や
コラボ作業のニーズにも対応
デザイン工学部が Fusion を採用したのは����
年。橋田教授が、�年後期の �D CAD の授業の
ために導入したのがきっかけだった。

「コロナ禍の����年に全面的にオンライン授業に
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